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2010年　関西ＭＲシリーズ

レースシリーズ公示(Ver.1.2)
	1　主催団体等

本大会は日本ヨットマッチレース協会（JYMA）と関西ＭＲ委員会が共同主催する。

[協力]新西宮ヨットハーバー株式会社



	2　開催地

開催地は兵庫県西宮市である。レース本部は新西宮ヨットハーバー内に設置される。



	3　イベント･グレーディング

本大会はJYMAイベントグレード係数0.8で申請する予定である。



	4　予定プログラム

	4.1　シリーズ日程
　5月から8月にかけて以下の4回のﾚｰｽｲﾍﾞﾝﾄ実施をする予定である。

　第1回　　5/29（土）　兼：女子ﾏｯﾁﾚｰｽｼﾘｰｽﾞ第２戦

　第2回　　6/26（土）

　第3回　　7/31（土）

　第4回　　8/28（土）　　すべて８時集合（ﾚｰｽ本部ｵｰﾌﾟﾝ）予定。

	4.2　天候等の事情により4.1の日程で大会が開催できなかった場合、本大会は中止される。
中止の告知は関西ＭＲのｳｪﾌﾞｻｲﾄもしくは参加予定者へのﾒｰﾙ連絡にて行う。

	5. スキッパーの参加資格

(a) 最大6名のｽｷｯﾊﾟｰによる開催を予定する。

(b) 参加申し込み方法は、各ﾚｰｽの公示で案内するが、原則として先着順で受け付けることとする。

(c) ｽｷｯﾊﾟｰは、2010年度の有効なJYMA会員資格を取得していなければならない。

(d) すべての競技者は、2010年度の有効なJSAF会員資格を取得していなければならない。

(e) すべてのｽｷｯﾊﾟｰはISAFセイラーIDを取得しなければならない。これはwww.sailing.org/isafsailor　から無料でｵﾝﾗｲﾝ登録できる。

(f) 外国籍を有するｽｷｯﾊﾟｰ、ｸﾙｰは有効なﾅｼｮﾅﾙｵｰｿﾘﾃｨの資格を証明できれば(c)(d)の要請は免除される。



	6. 参加

　大会ごとに用意された申込書に必要事項を記載して、指定のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽに送付すること。
　先着順に受け付けた後、大会担当者より各選手に対して、大会出場の可否をﾒｰﾙにて連絡する。
　ただし、第１回大会は女子ﾏｯﾁﾚｰｽｼﾘｰｽﾞを兼ねているので、女子ｽｷｯﾊﾟｰの申し込みを優先する。

	6.1ｽｷｯﾊﾟｰは、参加料の支払を完了し、当日の受付を済ませることにより本大会に参加することができる。



	6.2 参加料

参加料は1チーム１８，０００円の予定である。
→　ただし、諸事情により大会ごとに変更されることがあるので各ﾚｰｽのNORに従うこと。

参加料は、大会ごとの指定日までに下記の銀行口座（以下）に振込まなければならない。

◇三井住友銀行　歌島橋支店　３３８６２８５　「東　泰孝」（ひがし　やすたか）



	6.3 ダメージ･デポジット

ダメージ・デポジットは預からない。

	6.4　大会が中止された場合の参加料の取り扱い

(a)大会前日の16時までに中止が決定された場合：参加料は１６，０００円返却される。

(b)大会前日の16時以降に中止が決定された場合：参加料は返却されない。



	7. ルール

(a) 本大会はRRSに定義されたルールによって行われる。これには本SIアペンディックスCも含まれる。

(b) SIアペンディックスC（ハンドリング・オブ・ボーツ）はすべての練習中にも適用される。クラス･ルールは適用しない。

(c) ナショナル・オーソリティ規定は適用しない。



	8. ボートとセイル

(a) 本大会はヤマハ23クラス艇で行われる。

(b) 4艇の競技艇が用意される。

(c) 以下のセイルが各艇に支給される。メインセイル、ジブ、スピネーカー。

(d) 競技艇はﾚｰｽ委員会の判断により抽選によって割り当てられる。



	9.　乗員（スキッパーを含む）

(a) 乗員の人数制限はない。(c)の制限体重以内であれば乗員は交代することができる。ただし、2ﾚｰｽ目以降の乗艇人数は最初のﾚｰｽに乗艇した人数より多くても少なくてもいけない。

(b) ｸﾙｰを交代する場合は、事前にﾚｰｽ委員会に申告し、許可を得なければならない。また、ｸﾙｰの交代のために要する時間はｽﾀｰﾄ時刻延期の要望対象とはならない。

(c) 乗員の合計体重は280kg以内でなければならない。（シャツとショーツを着用した状態）
ただし、第１回大会のみ、女子ﾏｯﾁﾚｰｽｼﾘｰｽﾞのﾚｷﾞｭﾚｰｼｮﾝに合わせて、合計体重を340ｋｇとする。
(d) 登録されたｽｷｯﾊﾟｰが大会を継続することができなくなったとき、実行委員会はｵﾘｼﾞﾅﾙｸﾙｰﾒﾝﾊﾞｰから交代を認めることができる。

(e) 登録されたｸﾙｰが大会を継続することができなくなったとき、実行委員会は交代選手、一時的な交代、その他の調整方法を認めることができる。



	10. イベント・フォーマット

　帆走指示書とともに発表される。

　なお、帆走指示書は各ﾚｰｽｲﾍﾞﾝﾄの1週間前までに関西MRのｳｪﾌﾞｻｲﾄに掲載する予定である。



	11. コース

(a) コースはスターボード回航の風上/風下で、ダウンウインド･フィニッシュである。

(b) コース海面は南芦屋浜の沖合に設定される予定である。

.

	12. 広告

(a) 競技艇と装備が主催者によって提供されるので、ISAFレギュレーション20.3.2が適用される。各ボートは主催者によって支給される広告を表示することが求められることがある。

(b) 競技者は開催地の陸上では個人広告を表示することが許されることがあるが、これは実行委員会との個別交渉による。

(c) 広告に関するルール違反は、艇による抗議の対象とはならない（RRS60.1の変更）。



	13. 成績と賞

当ｼﾘｰｽﾞの専用ﾗﾝｷﾝｸﾞを作成。各ﾚｰｽｲﾍﾞﾝﾄの成績を反映させ、ｼﾘｰｽﾞの総合成績を出す。

なお、ﾗﾝｷﾝｸﾞの作成は、JYMAﾗﾝｷﾝｸﾞ作成ﾙｰﾙに準じる。（各自の上位2ｲﾍﾞﾝﾄの好成績がﾗﾝｷﾝｸﾞに反映される）

当ｼﾘｰｽﾞの優勝者（上位者１選手）には11月に葉山にて開催される予定の「全日本ﾏｯﾁﾚｰｽ選手権」への出場権が与えられる。

※実行委員会は、競技者の不品行、あるいは公式行事への出席を含むﾘｰｽﾞﾅﾌﾞﾙな要求に応じることの拒否に対して、

賞を減じることができる。



	14. メディア、映像および音響

実行委員会はTVクルーとその装備（またはダミー）を、レース中搭載することを求めることができる。また競技者にインタヴューに応じることを求めることができる。また実行委員会は大会期間中に採集されたすべての映像、音響を無償で使用する権利を有する。



	15. 請求の否認

大会に参加するすべての者は、自己の責任で参加している。実行委員会、その提携者および実行委員会より任命を受けた者は、原因が何であれ、損害、損傷、負傷または被った不都合に対する一切の責任を否認する。



	16. 行動基準と大会運営の補助

16.1 行動基準と選手の義務

(a) 競技者は、公式行事への出席や大会スポンサーへの協力を含む、競技役員からのリーズナブルな要求に従わなければならず、また大会の名誉を傷つけるような行動をしてはならない。

(b) 競技者は、艇と装備を通常の注意とシーマンシップによって取り扱い、SIアペンディックスCとDに従わねばならない。

(c) このSIに対する違反のペナルティは、PCの裁量であり、大会へのこれ以上の参加を排除することができる。

(d) 各選手は、海上において救命胴衣を着用しなければならない。主催者は救命胴衣を用意しない。各自用意すること。

16.2 参加選手は可能な限り大会運営の補助をしなければならない。



	17.　ダメージの取り扱い基準

17.1　以下のアイテムの紛失は理由のいかんに関わらず当該艇の責任とし、記載の金額を請求する。

(a) ウインチハンドル：15,000円/1本

(b) 抗議旗（Y旗）：5,000円/1本

(c) その他識別旗：各3,000円/1枚

17.2 今回使用されるレース艇が加入している艇体保険の免責額は1艇につき150,000円である。免責額内のダメージ補修費用は、当事者負担となることがある。この金額（150,000円）は1事故につきスキッパーが負担しなければならない上限ではない。

17.3 帆走指示書アペンディックスC（ハンドリング・オブ・ボーツ）に違反した結果生じたダメージは艇体保険適用の対象とはならない。当事者の負担である。

17.4 他艇との接触によって生じた、艇体、セイル、艤装その他備品のダメージは、その保険免責額内の修理費用を当事者間で負担するものとする。その負担割合は原則として当事者間の協議によるものとするが、当事者から要請があった場合、実行委員会はPCのアドバイスを受けて、以下の割合によって分担することを勧告する。

(a)　権利艇・非権利艇が特定できる場合

権利艇2　　非権利艇8

(b)　権利艇・非権利艇が特定できない場合

当事者間で均等割りとする

17.5 前項に該当するダメージが生じた場合、各スキッパーは帰着後30分以内にコンディション･レポートの他に別書式のダメージ･レポートをレース委員会に提出し、口頭でその概要を報告する義務がある。

17.6 大会の進行を妨げるような重大なダメージを引き起こしたスキッパーに対して、レース委員会はダメージの修理が完了するまでの間、そのスキッパーの成績を不戦敗とする場合がある。



	18. 問合せ

レースプロデューサー：横山　浩

Eメール：mantaro-h@nifty.com
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